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は じ め に

貝塚市が国庫補助事業の一環 として実施 して まい りました貝塚市内遺跡群の

発掘調査 も昭和53年 度以来、8年 目を迎 えることにな りました。

貝塚市に とって多発急増の一途 をたどる近年 の開発行為 の中で、そのほ とん

どが開発行為に伴 う緊急発掘調査 となっています。調査にあたっては、面積的

あるいは期 間的な制約の加 わる中での調査が 多 く、充分な調査成果 を得 られて

いないの も実情であ ります。

今 回の調査 もこ うした開発行為等 に伴 う事前調査であ りますが 、幾 多の成果

を得 るこ とがで き、ここに昭和60年 度 中に実施 しました発掘調査の調査結果 を

一部報告す る とともに本書がみ なさま方の文化財に対す るご理解 を深めて頂 く

一助 となれば幸い と存 じます
。

なお、今 回の調査にあた り土地所有者の方々 をは じめ、関係者各位には多大

の ご協力 を頂 き本書 を発刊す ることがで きましたことを末筆ではあ りますが深

く感謝致 します。

昭和61年3月

貝塚市教育委員会

教育長 岡 根 和 雄



例 言

1.本 書 は貝塚市教育委員会が昭和60年 度国庫補助事業の一環 として計画 し、

社会教育課が担当実施 した貝塚市内遺跡群発掘調査概要報告書である。

2.発 掘調査お よび整理作業は、社会教育課 西岡巖 ・勝浦康守 を担当者 とし

て昭和60年4月1日 に着手 し、翌昭和61年3月31日 をもって終了 した。

3.発 掘調査並 びに整理作業 にあたっては、下記の諸氏の参加 を得て実施 した。

外業 ・内業調査員 嘉積 由彦

外 業 調 査 補 助 員 西野貴也 ・小林修

内 業 調 査 補 助 員 山本和枝 ・藤原久子 ・芝野久美子 ・小林修 ・西野貴也

4.本 書の作成にあたっては、編集並びに執筆は西岡が行 い、整理作業は上記

の参加者 で行 ったほか、土器復元作業 を山本が、遺物の写真撮影 を嘉積が行

い、遺物実測図お よび トレー ス作業の大半 を嘉積 、藤原が担当 した。 また、

遺物整理 に伴 う観察表の作成は勝浦が担当 した。
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第1章 調査地区の位置 と環境

本年度の発掘調査実施箇所のうち、本報告に掲載 しているのは沢城跡並びにその近接 と

して、第1・ 第2・ 第3調 査区の3箇 所、および貝塚市地蔵堂地内に位置す る地蔵堂廃寺

跡の一角である。

沢城跡は貝塚市をほぼ縦断する近木川と泉佐野市 との境 をなす、見出川とに挾 まれた海

抜約8～11mの 地点に位置し、南海本線二色 ノ浜駅のす ぐ西側、旧国道26号 線を挾んで広

がる中世の城跡である。

遺跡は東西約400m、 南北300mの 範囲に広がっている。

周辺には古墳時代～中 ・近世にいたる遺物散布地でもあ り、鎌倉時代 を中心とする集落

跡でもある澱池遺跡や平安時代の寺院跡 と推定される廃明楽寺跡等が近接 して存在 してお

り、少な くとも古墳時代以降、人々の生活の場であったことをうかがわせている地域であ

る。

地蔵堂廃寺跡は沢城跡より1kmほ ど、内陸部に入った所に位置す る遺跡であり、国鉄阪

和線和泉橋本駅の西方約300mに 所在する。

遺跡は東西約400m、 南北約250mの 範囲に平安時代の寺院跡として広がっている。

遺跡の性格 としては過去数度の発掘調査で、平安時代の寺院跡として広がる以外、古墳

時代並びに中 ・近世 の集落跡をも複合 した遺跡であることがわかってきてお り、今 回の調

査 でも古墳時代 中期の小円墳の残骸や中世の掘立柱建物等が検出されている。

周辺に所在す る遺跡 としては、昭和58年 度に新規発見となった中 ・近世の集落跡である

王子遺跡がす ぐ南側に広が り、また本市唯一の前方後円墳である丸山古墳(国指定史跡)が

本遺跡に北接している。

このように、当地域は古 くは古代 より、中 ・近世 に至 るまで人々の生活や生産の場 とし

て発展 していた地域である。
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1。 堀遺跡2.貝 塚寺内町3.泉 州麻生塩壼出土地4.長 楽寺跡5.加 治 ・神前 ・畠中遺跡

6.新 井 ・鳥羽遺跡7.石 才遺跡8.新 井ノ池遣跡9.橋 本遺跡10.沢 共同墓地11 .沢 城跡

12.沢 遺跡13.沢 海岸遺跡14。 沢海岸北遺跡15.廃 明楽寺跡is.一 池遺跡17.窪 田廃寺跡

18.丸 山古墳19.臓 轆 寺跡2。.下 新出遺跡21.王 子齣22.石 才黼 跡23 .鰭 寺黝'

第1図 貝 塚 市 遺 跡 分 布 図(1:25,000)
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第2章 調査概要

1.沢 城跡の調査

はじめに

今回の調査は先に もふれたように3箇 所の調査地区 を設けて実施 した、その調査概要 を

記 している。

調査地区は第2図 に示す ように、それぞれ第1・ 第2・ 第3の 調査地区である。

第1調 査地区は、敷地内に トレンチ調査区 としてL字 形に幅約2m、 総延長約17.5mで

総調査面積約35m2を 設定 したが、建築物の基礎深度 との関係上、調査深度は現地表面より

約0.6m程 度 までとなり、遺物包含土層内での調査 となった。

第2図 調 査位 置 図

第2調 査地区は、敷地内に幅約1.5m、 長 さ約22mお よび約12mの トレンチを設定し、

発掘調査を実施 した。一部遺構の検出を見たことか ら、さらに部分的な拡張区を設定し、

発掘調査を実施 していった。
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第3調 査地 区については、幅約1.5m、 長 さ約6.5mの トレンチ を敷地内に1箇 所設定

し、発掘調査 を実施 していった。以下 、第1・2・3調 査地区の結果について、各々の概

要 を記すことにする。

検 出遺構

第1調 査地区の基本土層は、現地表面下約0.2～0.3mの 現代盛土があり、以下約0.2mの

第2層 暗灰色泥砂および約0.2mの 第3層 灰色粘質土の存在が認め られた。しか し、それ

らはいずれ も遺物包含土層であり、遺構の検出までには至 らなかった。

第2調 査地区の基本土層は環地表面が約0.15mの 水田耕作土 となっており、以下約0.1m

の第2層 黄橙 色砂質 シル ト、0.15～0.2mの 第3層 灰色砂質シル トおよび第4層 暗茶褐色

砂質 シル トが薄 く約0.05mの 厚 さで順次堆積 している。

検出遺構は第4層 暗茶褐色砂質シル トを除去 したのちに、地山面に切 り込む形で検出し

た。

遺構 としては、A区 内において溝状遺構4条 およびB区 内において溝状遺構1条 および

落ち込み状遺構1箇 所 を検出した。

A区 内の検出遺構のうち、3条 の溝は1箇 所に切 り合い関係 を有 して検出 している。そ

のため規模等、全容の把握はやや不明瞭なものであるが、それらはすべて時期的差異を有

するものであ り、順次SD-3→SD-2→SD-1と 新 しくなる。それぞれの規模 とし

ては、SD-1は 幅1.7～2.5m、 深さ約0.2～0.3m程 度 を測 り、溝内埋土は若干の砂

層 も認められるが、茶褐色 シル ト～灰黄色シル トが埋土 となる。SD-2はSD-1に よ

り切 られているものの、幅1.2～2.5m、 深 さは約0,31nほ どであるが溝の肩部はかなり

崩れた状況 となっている。SD-3はSD-1お よびSD-2に よってほとんど破壊され

てお り、その痕跡状況のみの検出である。流水方向はSD-1お よびSD-2が それぞれ

南東方向より北西方向に流れるのに対し、若干、東側 より西側に向かって流れをみる溝であ

る。規模 としてはやや木明瞭であるが、幅約1m程 度を測るもの と思われる。

SD-4は 上記の溝状遺構群の北東部 で検出した ものであ り、幅約0.7rn、 深さ約0.2m

を測 り、流水方向 としては南南東より北北西に向かって流れをもつ溝である。

B区 ではA区SD-2の 続きが検出されたものの、その他SD-1あ るいはSD-4は

検出されなかった。また、SD-2を 一部切 り取るようにして、新 しい落ち込み状遺構S

X-1を 検出 している。

SX-1の 規模 としては、溝状になるものかあるいは円形の落 ち込み状遺構 となるかは
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第3図 第1調 査地 区、調査区域図
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第4図 第2調 査地区、調査区域図
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第5図 第2調 査地区、A・B区 遺構平面図
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不明であるが、検出面よりの最大深さは約0.3mを 測 り得 た。

C区 では基本土層がA・B区 とは違い、約0.15m厚 の第1層 耕作土下で第2層 黄橙色砂

質シル トが約0.05m程 度堆積 しているが、その下で地山面に達す る。

第6図 第2調 査地区、土層断面図(A区 北壁)

検出遺構 としては、性格不明の極浅い落ち込み状遺構等を数箇所検出したのみである。

第3調 査地区の基本土層は、0.1～0.15mの 第1層 耕作土、および約0.15mの 第2層 茶灰

色土、約0.3mの 第3層 黄灰色土の堆積状況 となり、以下地山面に達する。検出遺構 として

は、地山検出面 より切 り込む形で溝状遺構かと考えられる落ち込み状遺構を検出している。

遺構の規模 としては、検出面からの最大深さ約0.3mを 測る。断面形は浅いややU字 形 を

道 路

第7図 第3調 査地区、調査 区域図
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0 5m

第8図 第3調 査地区、遺構平面図

第9図 第3調 査 地 区、 土層 断面 図(南 壁)

呈するものの幅については調査区外へ延び不明確であるが、おおむね3.5m程 度 と思われる。

遺構内埋土は黒色土層がほぼ全域に堆積 し、底部の一部に若干の砂礫層が薄 く堆積す る。

遺構の性格については不明確であるが、南南西方向から北北東方向に流水方向 をもつ溝

状遺構か と考えられる。時期 としては、遺構内よ りの出土遺物が無 く不明である。その他

の出土遺物 としては、第3層 黄灰色土層内より瓦片、土師器片および須恵器片を極少量検

出しているが、それ らはすべて時期決定並びに図示に絶え得るものではなかった。

出土遺物

第1調 査地区の出土遺物はすべて第2層 および第3層 の遺物包含土層内か らである。

種別は第10・11図 等に図示 しているように瓦器椀(1～4)、 土師器皿(5・6)、 土師器

小皿(7～29)、 擂鉢(30・31)、 瓦質羽釜(32～36)、 瓦質甕(37)、 土錘(38～45)等 である。

時期 としては、出土地点がすべて遺物包含土層内か らという欠点はあるが、おおむね瓦

器境の形態等により、その終末期のものと考 えられ、14世 紀末～15世紀前半にかけてのも

のであろう。その他瓦器境以外の出土遺物についてもあまり大差のない時期の ものと考 え

られる。

第2調 査地区の出土遺物について も、遺構内か らの出土は確認できず、今回図示 した も
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第10図 第1調 査 地 区、遺 物 実 測図
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第11図 第1調 査地区、遺物実測図
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第12図 第2調 査地 区、遺 物 実 測 図

のはすべて第2・ 第3遺 物包含土層内よりの出土である。

種別は瓦器婉(1～6)、 瓦器小皿(7)、 土師器大皿(8)、 土師器小皿(9～12)お よび須

恵器坏身(13)、 白磁碗(14)等 の小破片である。

以下、個々の遺物の詳細については後述の観察表にまとめて記述することにする。
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ま と め

今回の調査において調査区の面積 的制約の中ではあるものの、幾多の調査成・果が得 られ

たと考えられる。ただ、検出遺構並 びに出土遺物の希薄 さは免れないにしてもであるが。

第1調 査区では本遺跡のほぼ中心部 という立地下であったことか ら、遺構の検出までに

は至 らなかったものの、その遺物の出土量としては、一部包含土層中であるとはいえ、ほ

ぼ一時期あるいはさほど差異のない単一時期 と考えられる土器片が多く出土 している。

出土遺物か ら、14世 紀末～15世 紀前半と考えられる人々の生活の中心的位置であったよ

うに思われる。

また、土器編年上、瓦器腕の最終段階として位置づけられる遺物が出土 したことは、同

時に出土 している他の土器群 との比較検討資料 として、今後の土器研究の上に充分役立つ

資料である。

第2・ 第3調 査地区では、溝状遺構等が出土 しているもののそれら各遺構内からはまっ

た く遺物が検出されず、遺構の時期 を不明確なものに している。

上層よりの出土遺物からみた場合、中世期 の遺構あるいは若干古い時期の遺構か とも考

えられる。 また、検出された溝の性格についても、今後周辺地域の調査の進行に伴い、資

料の蓄積 とともにいずれは把握 され るもの と思われる。

一応、今回の調査地は当遺跡の中心部からはかな り隔たった地区であるところから、そ

の生産的場所ではないか と考えられ、また過去における条里制等の土地区画に何 らかの制

約 を受けている溝方向性をもつものではないか と考えられる。
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2.地 蔵堂廃 寺跡の調査

はじめに

今 回、調査 を実施 したのは、地蔵堂廃寺跡の西端部にあたる市立南小学校敷地内の校庭

部分の一角である。

調査地区は、昭和56年 度に発掘調査を実施 して、中世掘立柱建物 ・井戸等 とともに、古

墳時代中期の古墳周濠の一部 を検 出したす ぐ東側に接 した位置である。

調査区の状況 としては過去の結果か ら当初 より、中世および古墳時代の遺構の存在が考

慮 されていた ところである。

第13図 調 査位 置 図

調査区の設定は、第1調 査区として東西長8.5m、 南北長6.5m、 第2調 査区として東

西長6.5m、 南北長9mの2箇 所のグリッ ドを設定 した。

調査の進行途中において、一部中世掘立柱建物1棟 を検出したため、その建物規模 を把

握することを目的に最小限の拡張区を第1・ 第2調 査区をつな ぐ形で幅約1.5m、 長 さ約

5.5mの 第3調 査区としての トレンチを設定し、調査 を実施 していった。
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調査の結果は、中世掘立柱建物お よびそれ と大差のない時期 と考えられる溝状遺構等を

検出す るとともに、その下層遺構 として、古墳時代中期の円墳周濠を2箇 所で検出した。

それぞれの検出遺構の詳細については順次以下に記すことにする。

検出遺構

基本土層 としては、第1調 査区お よび第2調 査区では第2層 以下の土層において差異が

生 じている。

第1調 査区では、第1層 人工盛土が0.05～0.15mの 厚味で堆積 し、以下約0.2m厚 の第2

層暗灰色土、約0.1mの 第3層 茶灰色土層 とな り、地山面に達する。ただ、第1調 査区西方

になるにしたがい、第2層 が削 り取 られるように第1層 人工盛土の堆積厚味が増している。

第2・ 第3調 査区においても基本的には第1調 査区と同様の土層堆積状況 をみるが、第

3層 はほ とんどな くなってしまう。 また、第2層 より下層において、一部段 を有する人工

的な地下げが行われており、基本的には第3層 より切 り込む形で黄灰色土層が0.1～0.2m

の厚味で認められ、以下地山面に達す るとともに遺構の検出をみた。

検出遺構は大別すると2時 期に分かれるもので、それ も層位的に とらえられるものであ

った。

第2層 検出後に認め られる遺構群 とさらにそれ ら各遺構のべ一スとなる第3層 を除去 し

たのち、地山面に達 して検出をみる遺構 とである。

掘立柱建物

第1調 査区から第3調 査区に延び るもの として検出した遺構であ り、さらに昭和56年 度

調査分で検出した柱穴にも延びてい くものである。柱穴掘 り方は径約0.35m程 度の円形 を

呈するもので、建物方向は南北軸よ り約18° 西方へ傾 く。

規模は、南北5問 、東西5間 で南北1.5×2。2×2.2×2.2×1.5mで 計9.6m、 東西1.6×1。9

×1.9×1.9×1.6mで 計8.9mで ある。

柱穴内からの出土遺物は瓦器片が少量出土 しているが、図示等に耐え得 るものではなか

った。ただ、東側南北列の今回検出 しているものとしては最も北側に位置す る柱穴か ら、

直径約10cm程 度 となった柱根が出土 している。柱根の材質については不明である。

溝状遺構

今 回の調査で古墳以外の溝 としては6条 検出している。

第2調 李区の段遺構の下で検出したSD-85301・85302は その段に平行 して走る溝であり、

それぞれの規模は幅0.9～1.6m、 遺構検出面よりの深さ約0.1mお よび幅約0.6m、 深さ約
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第14図 調査区域図
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一17--18一 第15図 遺構平面図
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0.05m程 度である。流水方向は西方より東方へ流れている。段遺構およびこれらの溝状

遺構の時期 としては、出土遺物より14世紀後半～15世 紀初頭頃か と考えられる。

さらに、この段遺構 に切 られるもの としてSD-85303が ほぼ直行 して南北に走ってい

るが、その下層より古墳周濠が検出されているため、周濠が埋没したのちの窪地状の遺構

か とも考えられる。規模 としては、調査 区外へ延びるため、幅は不明であるが深さ約0.2

m程 度 を測 り得 るとともに下層の古墳周濠の検出をみた。

第1調 査区ではSD-85304～85306の3条 をそれぞれ検出している。

SD-85304は 調査区の東端 で検 出した溝であり、幅約0.8m、 深 さ約0.1m程 度を有 し、

溝方向はやや カーブす るものの南北方向に走っている。SD-85306は 調査区の南端 で検出

した溝であ り、幅約0.3m、 深さ約0.2m程 度 を測る。溝方向は東西方向に走っている。

時期的にはそれぞれ出土遺物より13世紀代のものと考えられる。

土 壙

第2調 査区で段遺構の北側 と南側でそれぞれ1基 ずつ計2基 を検出しているが、形状が

か なり不揃いな うえ、検出面よりの深さもそれぞれ0.05～0.1m程 度であ り、その性格等

については不明である。

古 墳

第1調 査区のほぼ中央部で検出した1号 墳 と、第2・ 第3調 査区の東壁に沿って検出し

た2号 墳 とである。

1号 墳周濠は、昭和56年 度の調査によって検出した溝の延長である。規模は円形にめ ぐ

り、幅約3m、 遺構検出面 よりの深 さ約0.45m程 度を測 り、緩やかなU字 形を呈している。

また、周濠の最底部よりほぼ全域に渡って土器片が多量に出土 してお り、それ も人為的に

細か く破壊 して投棄 したかのような出土状況であった。

前回調査分の周濠規模 と合わせて、古墳の規模 を復元すると、溝の内法で直径約11m程

度 を測 り、溝幅 をも含めた直径は17～18mと 考えられる。なお、墳丘部についてはすべ て

削平 を受けていたため墳丘盛土す ら残存 していなかった。

2号 墳周濠は、第2・ 第3調 査区の東壁に沿って検 出したものであるが、検出部分が極

めて少なく全容 を把握できるまでには至 っていない。検出し得た規模 としては深さ約0.4m

程度 を測 り得ただけである。全体 としては、1号 墳と同程度の規模 を有する古墳か と考 え

られる。なお、この周濠検出時において黒色土器(土器番号17)を 検出してお り、当古墳の

破壊埋没が平安時代には行われていたと思われる。
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出土遺 物

1号 墳周濠 内か らの出土遺物 としては 、すべ て須 恵器 片であ る。 出土 状況 としては、周

濠 内の底面 ほぼ全面 に、 それ も細 か く人為的 に打 ち砕 いて投棄 したよ うな状況 であ った。

器種 としては 、須 恵器蓋5点(1～5)、 高 坏 脚部片1点(8)、 有 蓋高 坏4点(9～12)、

無 蓋 高坏1点(13)、 甕1点(14)、 台付 有蓋短頸壷1点(15)、 器 台1点(16)等 で ある。

時期 は、お おむね5世 紀後半 ～末 頃の もの と考 えられる。

2号 墳周濠 内か らの出土遺物 は、今 回の調査 では まった く検 出 をみ なか った ため 、古墳

の時期 を確定す るまでには至 らなか った。

その他 の 出土 遺物 として、今 回図示 して いるのはほ とん ど遺 物包含土 層中で の もので あ

るが 、黒色土器(17)は2号 墳周濠検 出に際 して出土 した ものであ り、また瓦器小境(23)に

つ いてはSD-85301内 よ り出土。瓦器腕(18)に つ いてはSD-85303内 に お いて出土 した

ものであ る。

図示 に耐 え得 るもの として今 回報告 して いるのは 、第18図 お よび図版24に 記載 してい る

ものであ る。

器種 として は 、黒 色土 器1点(17)、 瓦 器境5点(18～22)、 瓦 器小境1点(23)、 瓦 器小 皿

1点(24)、 土 師 器小皿5点(25～29)、 土 師質土錘1点(30)で あ る。

以下 、個 々の遺物 の詳細につ いては、後述 の遺 物観察表 に まとめ て記述 す る。
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第16図 遺物実測図
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第17図 遺物実測図
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第18図 遺 物 実測 図
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まとめ

今回の調査の成果 としては、5世 紀後半～末頃と考えられる古墳の存在が2基 確認され

たことと、その古墳を完全に破壊 し、古墳の存在すら知 らないといった状況で掘立柱建物

やその他溝状遺構等を多数検 出したことである。これ らの時期的考察については、各遺構

内か らの出土遺物が希薄であることか らやや不明瞭といわざるを得 ないものであるが、数

少ない遺構内出土遺物 とともに上層の遺物包含土層 よりの出土遺物等か らみた場合、第1

調査区の段遺構に伴 う各遺構群の時期 としては14世 紀後半～15世 紀初頭 と考えられ、その

他の遺構については13世 紀～14世 紀代にかけてのものと考えられる。また、掘立柱建物に

ついては、かつて昭和56年 度の発掘調査で検出 した掘立柱建物 とは建物方向性に差が認め

られるため、若干の時期差があるもの と思われる。

古墳時代の当地域の性格を考える上において、今回の調査では円墳 と考えられる古墳が

2基 確認され、また本年度の当小学校の体育館建て替え工事に際 して方墳を1基 確認した

ことは、古墳時代における当地域が古代地方豪族の墓域的性格を有する地区 と考えるにた

るものであろう。また、当地域の北方には国指定史跡の前方後円墳である丸山古墳が位置

してお り、少 なくともこの丸山古墳を中心 とした5世 紀代における一古墳群の存在する地

域であると考 えられる。ただ、これら古墳群に伴 う当時の生活地域あるいは生産地域につ'

いては、今までの ところ明確にはされていないが、今後周辺地域の調査の進行 とともにそ

れらも徐々に解明されるもの と思われる。
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出土遺物観察表

種類 図版番号 法 量(cm) 形 態 の 特 徴 手 法 の 特 徴

r

備 考

10-1 口径:11,0 底部は丸味をもち、口縁部は 口縁部は横方向のナデ調整、 胎土:密
瓦 器 高:2.7 短 く外 反す る 。 外 面体 部 は ユ ビオサ エ 、他 は 、 焼成:炭 素吸着は

器
不定方向のナデ調整 みられない

色調:灰 黄色

ノ亅・

椀

10-2 口径:12.8 口縁部は横方向のナデ調整 胎土:密
瓦 焼成:良 好

器
色調:灰 色
ロ縁部残存:%

小 反転復元

塊

ユ0-3 口径:10.8 口縁部は横方向のナデ調整 胎土:密
瓦 焼成:良 好

器 色調:灰 白色
口縁部残存:%

ノ亅・ 反転復元

塊

10-4 ロ 径:9.7 体部は緩やかな丸味をもち、 口縁部は横方向のナデ調整、 胎土:密
瓦 口縁部 は短 く外 反 す る。 他は、不定方向のナデ調整 焼成:炭 素吸着は

器
み られ な い

色 調:灰 白色

小 ロ縁部残存:%

反転復元

塊

10-5 口 径:11.0 口縁端部が内面でわずかに肥 ロ縁部は横方向のナデ調整、 胎土:密
土 厚す る。 他は、不定方向のナデ調整 焼成:良 好

師
色調:白 色
口縁部残存:%

器 反転復元

皿

10-6 口 径:11.8 口縁部は横方向のナデ調整、 胎土:密
土 外面 体 部 はユ ビオサ エ 、他 は 、 焼成:良 好

師
不定方向のナデ調整 色調:白 色

反転復元

器

皿

10-7 口 径:7.8 底部 は平 坦 で 、口縁 部 は短 く 口縁部は横方向のナデ調整 胎土:密
土 器 高:1.7 外 反す る。 焼 成:良 好
師 色調:橙 色

器

小

皿

10-8 口径:8.2 底部は平坦で、口縁部は短 く 口縁部は横方向のナデ調整、 胎土:密
土 器 高:1,3 外 反 す る。 外面 体 部 はユ ビオ サ エ 、他 は 、 焼成:良 好
師 不定方向のナデ調整 色調:淡 橙色

器 口縁部 残 存:% .
反 転復 元

小

皿

10-9 口径:7.5 底部は平坦で、口縁部は内彎 囗縁部は横方向のナデ調整、 胎土:密
土 器 高:1.3 気 味 に立 ち上 が る。 外面 体 部 はユ ビオ サ エ 、他 は 、 焼成:良 好
師 不定方向のナデ調整 色調:橙 色

器
口縁部残存:%

反転復元
小
皿

,



種類 図版番号 法 量(cm) 形 態 の 特 徴 手 法 の 特 徴 備 考

io‐io 口 径:7.6 底部は平坦で、口縁部は外上 ロ縁部、内面底部%横 方向の 胎土:密
土 器 高:1.5 方に直線的に立ち上がる。 ナデ調整、外面底部はユビオ 焼成:良 好

師 サ エ 、他 は 、不 定 方向 の ナ デ 色調:橙 色

器
調整 口縁部残存:%

小

皿

10-11 口 径:8.4 底部は平坦で、口縁部は外上 口縁部、内面底部%横 方向の 胎土:密
土 器 高:1.4 方にわずかに外反し立ち上が ナデ調整、外面底部はユビオ 焼成:良 好

師 る 。 サ エ 、他 は 、不 定 方向 の ナ デ 色調:淡 橙色

器
調整 口縁部残存:%

反転復元
小
皿

10-12 口 径:7.8 底部は上げ底風で、口縁部は 口縁部は横方向のナデ調整、 胎土:密
土 器 高:1.1 短 く外 反す る。 外面 底 部 はユ ビオ サエ 、 内面 焼成:良 好
師 底部は不定方向のナデ調整 色調:淡 橙色

器
口縁部残存:%

小

皿'

10-13 口 径:7.8 比較的平坦な底部で、口縁部 口縁部、内面底部%横 方向の 胎土:密
土 器 高:1.7 は内彎気味に立ち上がる。 ナデ調整、外面底部はユビオ 焼成:良 好
師 サ エ 、他 は 、・不 定 方 向の ナ デ 色調:淡 橙色

器
調整

小

皿

10-14 口径:8㌔0 底 部 は上 げ底 風 で 、'口縁 部 は 口縁部は横方向のナデ調整、 胎土:密
土 器 高:1 短 く外 反す る。 外面 底 部 はユ ビオ サエ 、他 は 、 焼成:良 好

師 不定方向のナデ調整 色調:淡 橙色

器

小

皿

10-15 口 径:8.0 底部は平坦で、口縁部は外上 口縁部は横方向のナデ調整、 胎土:密
土 器 高:1.4 方 へ 外 反気 味 に 立 ち上 が る。 内外面底部はユビオサエの後 焼成:良 好

師 不定方向のナデ調整 色調:橙 色

器

小
皿

10-16 口径:8,5 底部は平坦で、口縁部は外上 口縁部、内面底部%横 方向の 胎土:密
土 器 高:1.4 方 へ 直線 的 に 立 ち上 が る。 ナ デ 調 整 、他 は 、不 定 方 向 の 焼成:良 好
師 ナデ調整 色調:淡 橙色

器

小

皿

噛

10-17 口径:7.9 底部は平坦で、ロ縁部は内彎 口縁部は横方向のナデ調整、
・

胎土:密
土 器 高:1.2 気 味 に立 ち上 が る。 外面 底 部 はユ ビオ サエ 、他 は 、 焼成:良 好

師 不定方向のナデ調整 色調:橙 色

器
ロ縁部残存:%

反転復元
ノ」・

皿

10-18 口径:7.5 底部は平坦で、口縁部はわず 口縁部は横方向のナデ調整、 胎土:密
土 器 高:1.3 かに内轡気味に立ち上がる。 他は、不定方向のナデ調整 焼成:良 好

師 色調:浅 橙色

器
口縁部残存:%
反転復元

小

皿

-旬



種類 図版番号 法 量(cm) 形 態 の 特 徴 手 法 の 特 徴 備 考

ユ0-19 口 径:8.0 底部は平坦で、ロ縁部は外上 口縁部は横方向のナデ調整、 胎土:密
土 器 高:1.2 方へ 直 線 的 に の び る。 外面 底部 はユ ビオサ エ 、他 は 、 焼成:良 好

師 不定方向のナデ調整 色調:浅 橙色

器
口縁部残存:%
反転復元

小

皿

10-20 口 径:7.4 底部は丸味を持ちながら立ち 口縁部は横方向のナデ調整、 胎土:密
土 器 高:1.8 上 が り、 口縁 部 は短 く外 反す 外面 底 部 は3ビ オサ エ 、他 は 、 焼成:良 好

師 る 。 、 不定方向のナデ調整 色調:橙 色

器
口縁部残存:%
反転復元

小

皿

10-21 口 径:8.1 底部は平坦で、口縁部は外上 口縁部は横方向のナデ調整、 胎土:密
土 器 高:1,6 方へほぼ直線的に立ち上がる。 外面 底 部 はユ ビオサ エ 、他 は 、 焼成:良 好

師 不定方向のナデ調整 色調:灰 橙色

器
口縁部残存:%

反転復元
小

皿

10-22 口 径:8.2 底部は平坦で、口縁部はやや 口縁部は横方向のナデ調整、 胎土:密
土 器 高:1.4 内彎 しなが ら立 ち上 が る。 外面 底 部 はユ ビオサ エ 、他 は 、 焼成:良 好

師 不定方向のナデ調整 色調:浅 黄橙色

器
口縁部残存:%
反転復元

小

皿

10-23 口 径:7.2 底部 は平坦 で 、 口縁 部 は 短 く 口縁部は横方向のナデ調整、 胎土:密
土 器 高:1.3 外 反 す る。 外面 底 部 はユ ビオ サ エ 、他 は 、 焼成:良 好

師 不定方向のナデ調整 色調:橙 色

器
反転復元

小

皿

10-24 口 径:7.2 底部は平坦で、口縁部は外上 口縁部は横方向のナデ調整、 胎土:密
土 器 高:1,2 方 へ 直線 的 に の び る。 外 面底 部 はユ ビオ サ エ 、他 は 、 焼成:良 好

師 不定方向のナデ調整 色調:浅 橙色

器
反転復元

小

皿

10-25 口径:7.4 底 部 は平 坦 で 、 口縁 部 は短 く 口縁部は横方向のナデ調整、 胎土:密
土 器 高:1.1 外 反 す る。 外 面底 部 は ユ ビオサ エ 、他 は 、 焼成:良 好

師 不定方向のナデ調整 色調:橙 色

器
反転復元

小
ヤ

皿

10-26 口 径:6.8 底 部 は 平坦 で 、 口縁 部 は短 く 口縁部は横方向のナデ調整、 胎土:密
土 器 高:1.1 外 反す る。 外面 底部 はユ ビオサ エ 、他 は 、 焼成:良 好

師 不定方向のナデ調整 色調:橙 色

器
反転復元

小

皿

10-27 口 径:8.1 底部は平坦で、口縁部は外上 口縁部辷内面底部%横 方向の 胎土:密
土 器 高:1.5 方へ直線的に立ち上がる。 ナデ調整、外面底部はユビオ 焼成:良 好

師
、

サエ 、他 は 、不定 方 向 の ナ デ 色調:浅 黄色

器
調整 口縁部残存:%

反転復元
小

皿

♂



種類 図版番号 法 量(Cln) 形 態 の 特 徴 手 法 の 特 徴 備 考

土
10-28 口径:8.3

器 高:1.3

底 部 は平 坦 で 、 口縁部 は 短 く.
外 反 す る。

口縁 部 は横 方 向 の ナ デ調 整 、

外面 底部 はユ ビオ サ エ 、他 は 、

胎 土:密

焼 成:良 好

師 不定方向のナデ調整 色調:橙 色

器
反転復元

小

皿

10-29 口径:7,8 底部は平坦で、口縁部は外上 口縁部は横方向のナデ調整、 胎土:密
土 器 高:1.6 方へ 直線 的 に 立 ち上 が る。 他は、不定方向のナデ調整 焼成:良 好
師 色調:橙 色

器 反転復元

小

皿

播
10-30 口 径:33.0 体 部 は外 上 方へ 直 線 的 に立 ち

上 が り、 口縁部 は 「く」 の字

口縁部は横方向のナデ調整、
外面体部はヘラケズり調整、

胎土:密
焼成:良 好

に屈 曲す る。 内面体部はハケ調整 色調:黒 灰色
反転復元

鉢

擂
ユ0-31 口径:30.2 体 部 は 外上 方 へ 直 線 的 に立 ち

上 が り、 口縁 部 は 「く」 の 字

口縁 部 は 横 方 向の ナ デ調 整 、

外 面体 部 は ヘ ラケ ズ リ調 整 、
胎土:密
焼成:良 好

に屈 曲 す る 。 内面体部はハケ調整 色調:灰 色
反転復元

鉢

瓦
11-32 口径:16・,4 口縁部は内彎し、端部は平坦

である、鍔はほぼ水平にのび
口縁 部 、鍔 部 は横 方 向の ナ デ

調 整 、外 面体 部 はヘ ラ ケ ズ リ
胎 土:密
焼 成:良 好

質
る、 口縁 部 外 面 に は3条 の 凹

線 が め ぐる。
調整、内面体部は不定方向の
ナデ調整

色調:黒 灰色
反転復元

羽

陰

釜

瓦
11-33 口 径:24.7 口縁部は内傾し、端部は平坦

である、鍔はほぼ水平にのび
口縁部、鍔部は横方向のナデ
調整

胎 土:密
焼 成:良 好

質
る、 口縁 部 外 面 に は3条 の 凹

線 がめ ぐる。
色調:黒 灰色
反転復元

羽

釜

瓦

贈

11-34 口 径:24.7 口縁 部 は 内傾 し、端 部 は平 坦

で あ る、鍔 は ほぼ 水 平 に の び
口縁部、鍔部は横方向のナデ
調整

胎土:密

焼成:良 好

質
る 、 口縁部 外面 に2条 の凹 線

が め ぐる、 口縁 部 に穿 孔 が み
色調:暗 灰色
反転復元

羽 ら れ る 。

釜

覧

瓦
11-35 囗 径:25.6 口縁部は内傾し、端部は平坦

である、鍔はほぼ水平にのび
口縁部、鍔部は横方向のナデ
調整

胎 土:密'

焼 成:良 好

質
る、 口縁部 外 面 に2条 の 凹 線

が め ぐる。
色調:暗 灰色
反転復元

羽

釜

瓦
11-36 口 径:26.0 口縁部は内彎し、端部は平坦

である、鍔はやや上方へのび
口縁部、鍔部は横方向のナデ
調整、内面体部はハケ調整

胎土:密
焼成:良 好

質
る、 口縁 部 外 面 に横 方 向 の ナ

デ に よる段 が 生 ず る。
色調:灰 色
反転復元

羽

釜 ㌔



種類 図版番号 法 量(cm) 形 態 の 特 徴 手 法 の 特 徴 備 考

瓦

質

甕

11-37 口 径:35.9 口縁部 は 「く」 の字 形 に 外 反

す る。
外面体部は平行 タタキ、内面
体部はハケ調整、ロ縁部は横
方向のナデ調整

胎土:密
焼成:良 好
色調:暗 灰色
反転復元

瓦

器

塊

12-1 口径:13.8" 体 部 はユ ビオサ エ に よ る凹 凸
が著 しい 二

内面体部は圏線ミガキ、口縁
部は横方向のナデ調整

胎土:密
焼成:良 好
色調:灰 色
反転復元

瓦

器

塊

12-2 高 台径:6.9 断 面 台 形 を呈 す る高 台 を持 ち

高 台高 は6mmを 測 る。

内 面 底部 に はヘ ラ ミガ キ が密
に施 され て い る。

胎土:密
焼成:良 好
色調:黒 灰色
高台部残存:%
反転復元

瓦

器

塊

12-3 高 台径:5.0 低平化した断面台形を呈する

高台をもつ。
内面底部には平行線文のヘラ
ミガキが施される。

胎土:密
焼成:良 好
色調:暗 灰色
高台部残存:%
反転復元

瓦

器

境

12-4 高台 径:5.0 低平化した断面三角形を呈す
る高台をもつ。

内面底部には連結輪状文のヘ
ラミガキが施される。

胎土:密
焼成:良 好
色調:暗 灰色
高台部残存:%
反転復元

瓦

器

塊

12-5 高 台径:6.2 断 面 台形 を呈 す る高 台 を もち

高 台高 は5mmを 測 る。
内 外面 共 に摩 滅 してお り、 調
整 は不 明 で あ る。

胎土:密
焼成:良 好
色調:暗 灰色
高台部残存:%
反転復元

瓦

器

椀

12-6 高 台 径:4.8 低平化した断面不整台形を呈
する高台をもつ。

内面底部には連結輪状文のヘ
ラミガキが施される。

胎土:密
焼成:良 好
色調:灰 色
高台部残存:%
反転復元

瓦

器

小

皿

12-7 口 径:9。7 横 方 向の 強 い ナ デ に よ り、短
く外反 す る口縁 部 を もつ 。

内面はヘラミガキ調整 胎土:密
焼成:良 好
色調:暗 灰色
反転復元

土

師

器

皿

12-8 口 径:12.8

器 高:3.95

底部は平坦で、口縁部は外上
方へ直線的にのびる。

内 外 面共 に摩 滅 してお り、調

整 は 不 明 であ る。
胎土:密
焼成:良 好
色調:浅 橙色
反転復元



種類 図版番号 法 量(cm) 形 態 の 特 徴 手 法 の 特 徴 備 考

12-.9 口 径:7.3 底部は平坦で、口縁部は短 く 口縁部は横方向のナデ調整 胎土:密
土 器 高:2.1 外 反す る。 焼成:良 好

師 色調:浅 黄色

器
反転復元

小

皿

iz‐io 口 径:7.2 底部は比較的平坦で、口縁部 ロ縁部は横方向のナデ調整 胎土:密
土 器 高:1.6 は外上方に直線的に短 くのび 焼成:良 好

師 ,る 。
色調:浅 橙色

器
反転復元

小

皿

12-11 口 径:6.8 底部は比較的平坦で、口縁部 口縁部は横方向のナデ調整 胎土:密
土 器 高:1.2 は外上方に直線的に短 くのび 焼成:良 好

師 る 。 色調:橙 色

器
反転復元

小

皿 層

12-12 口 径:7.8 底 部 は平 坦 で、 ロ縁 部 は短 く 口縁部は横方向のナデ調整 胎土:密
土 器 高:2.0 外 反 す る。 焼成:良 好

師 色調:橙 色

器
反転復元

小

皿

12-13 高 台 径:'7.8 体部の直下に低平化下断面不 内外面底部は横方向のナデ調 胎土:密
須 整 台形 を呈 す る高 台 を もつ 。 整 焼成:良 好

恵

器

高台端面はわずかに凹面を呈
する。

色調:灰 色
反転復元

坏

身

16-1 口 径:12.4 口縁部 は丸 味 を有 しな が ら、 外面天井部錫、回転ヘラケズ 胎土:密
須 天 井 高:5.7 ほ ぼ垂 直 に 下 る。端 部 は 、 わ リ調整 焼成:良 好

恵

器

ず か に凹 面 を呈 す る。稜 線 は
断 面三 角 形 を呈 し、 シ ャー プ

さに 欠け る。 天井 部 中 央 に上

外面天井部、回転カキ目調整
内面天井部%、 一定方向のナ
デ調整

色調:灰 色

坏 面 凹状 のつ まみ を持 つ 。 他はヨコナデ調整

蓋

點

16-2 口 径:13.4 口縁部はほぼ垂直に下る。端 外面天井部髫、回転ヘラケズ 胎土:密
須 天 井 高:5.0 部は内面に段が生ずる。稜線 リ調整 焼 成:良 好

恵 は シャー プ さに欠 け る。 天井 内面天井部%、 一定方向のナ

器
部 中 央 に凸 状 のつ まみ を持 つ 。 デ調整

他はヨコナデ調整
坏

蓋
.

16-3 口 径:12.9 口縁部は丸味を有 しながらほ 外面天井部%、 回転ヘラケズ 胎土:密
須 天 井 高:5.6 ぼ 、垂 直 に 下 る 。端 部 は 平坦 リ調整 焼 成:良 好

恵

器

で あ る。 稜 線 は 断面 三 角 形 を

呈 し、 シ ャー プ さ に欠 け る。

天井 部 中央 に上 面 凹状 の つ ま

外面天井部、回転カキ目調整
内面天井部%、 不定方向のナ
デ調整

色調:灰 色

坏 み を持 つ 。 他はヨコナデ調整

蓋

16-4 口 径:12,4 口縁部 は丸 味 を有 しなが ら、 外面天井部%、 回転ヘラケズ 胎土:密
須 天 井 高:4.9 ほぼ垂直に下る。端部は内面 リ調整 焼成:良 好

恵 に段 が生 ず る。稜 線 は シ ャー 内面天井部%、 一定方向のナ 色調:灰 色

器
プ さに欠 け る。天 井 部 中 央 に

上 面 凹状 の つ まみ を持 つ 。

デ調整
他はヨコナデ調整

坏

蓋

1
ド



種類 図版番号 法 量(cm) 形 態 の 特 徴 手 法 の 特 徴 備 考

16-5 口縁 部 は 、 ほ ぼ垂 直 に下 り、 外面天井部%回 転ヘラケズリ 胎土:密
須 わずかに外反する。端部は内 調整 焼成:良 好

恵

器

面 に段 が生 ず る。

稜 線 は シ ャー プ さに 欠 け る 。

内面天井部%一 定方向のナデ
調整
他はヨコナデ調整

色調:灰 色
口縁部残存:%
反転復元.

坏

蓋

16-6 口 径;10.1 口縁は外反気味に下る。端部 外 面 天井 部 、 回転 ヘ ラケ ズ リ 胎土:密
須 推定天井高: は 内面 に段 が 生 ず る。 調整 焼成:良 好

恵 3.7 稜 線 は シ ャ▽ プ さ に欠 け る。' 他はヨコナデ調整 色調:灰 色
口縁部残存:%

器 反転復元

坏

蓋

16-7 口径:10.0 た ち あが りは 外 反気 味 に 上 り、 口縁 部 、 ヨコナ デ調 整 胎土:密
須 端 部 は 、内 面 に段 が生 ず る。 焼成:良 好

恵

器

稜 線 は シ ャー プ さに 欠け る。

受 部 はや や 下 外 方 に の び 、端

部 は 丸 い。

色調:灰 色
反転復元

坏

身

16-8 脚 底径:10.5 脚部は外面気味に下り、断面 脚部 、 ヨ コナ デ調 整 胎土:密
須 三 角 形 の突 帯 をめ ぐら し、再 焼成:良 好
恵
器
古

び下 外方 へ の び る。

端 部 は 内傾 す る平 面 を有 し、

色調:暗 灰色
脚底部残存:%

n 内端部で接地する。 反転復元

脚
部

16-9 ロ 径:10.6 坏 部 た ちあ が りは 内傾 し、端 外面坏底部%、 回転ヘラケズ 胎土:密
須 器 高:9.3 部は内面に段が生ずる。稜線 リ調整 焼成:良 好
恵 は シ ャー プさ に 欠 け る。受 部 内面坏底部%、 不定方向のナ 色調:灰 色
器
有
蓋
高
坏

は上 外方 に の び 、端 部 は 丸 い。

脚部 は外 反 して下 り、 端 部近

くで 凸帯 をめ ぐら し、 下 方 に

屈 曲す る。3方 向 に長 方 形 の

デ調整
他はヨコナデ調整

透 しを持 つ 。

16-10 口径:10.5 坏 部 た ち あが りは 内傾 し 、端 外面坏底部%、 回転ヘラケズ 胎土:密
須 器 高:10.1 部は内面に段を生ずる。稜線 リ調整 焼成:良 好
恵
器
有

董口

は シャー プ さに 欠 け る。 受 部

は上 外方 に の び 、端 部 は丸 い 。

脚 部 は下 外 方 に 、端 部 は丸 味

を持 つ 。4方 向 に 長方 形 の透

内面坏底部9、 不定方向のナ
デ調整
他はヨコナデ調整

色調:灰 色

採
1

しを持つ 。

16-11 口 径:10.5 坏部たちあが りはやや外彎気 外面坏底部%、 回転ヘラケズ 胎土:密
須 器 高:9.3 味 に上 り、端 部 は 内面 に段 が リ調 整 焼成:良 好
恵
器
有
蓋
古

生 ず る。稜 線 は シ ャー プ さに
欠 け る。受 部 は ほぼ 水平 にの

び 、端 部 は丸 い。 脚 部 は 外 反

して下 り、端 部 は丸 味 を持つ 。

内面坏底部光、不定方向のナ
デ調整
他はヨコナデ調整

色調:灰 色

罧 3方 向 に 長方 形 の透 し を持つ 。

16-12 ロ 径:10.6 坏 部 た ちあ が りは 、や や 外彎 ・ 外面坏底部%、 回転ヘラケズ 胎土:密
須 気味に上 り、端部は内面に段 リ調 整. 焼成:良
恵
器,
有
蓋

が 生ず る。稜 線 は 、 シ ャー プ
さに 欠け る。 受 部 は ほぼ 水 平

にの び 、端 部 は 丸 い 。,

内面坏底部%、 不定方向のナ
デ調整
他はヨコナデ調整

色調:灰 色
脚部欠損

古
同

坏

16-13 口径:18.8 坏体部は内彎気味に立ち上 り、 内面坏部%、 不定方向のナデ 胎土:密
須 2条 の断面三角形の凸帯をめ 調整 焼成:良 好

炉

恵
器
有
蓋
高
坏

ぐら し、 外反 す る 口縁部 に至

る。端 部 は丸 味 を持 つ 。体 部

中位 に1条 の 波 状 文 が施 され
文 様 帯上 につ まみ 飾 りが 左右

に付 く。

他 は ヨ コナ デ調 整 色調:灰 白色
脚部欠損

七



種類 図版番号 法 量(cm) 形 態 の 特 徴 手 法 の 特 徴 備 考

須

恵

器

甕

17-14 ロ 径:23.8 ロ頸部は外面にのび%に 断面
三角形の凸帯を1条 めぐらし、
端部で上方に屈曲し、外端面
が凹面を呈する。

外面体部、平行タタキ
内面体部、不定方向のナデ調
整
他はヨコナデ調整

胎土:密
焼成:良 好
色調:灰 白色
ロ縁部残存:%
反転復元

須台
付
有
恵蓋
短
頸
器壼

17-15 口径:10.6 口頸部 は外 彎 気 味 に上 方 に の

び受 部 状 の 凸 帯 をめ ぐらす 。

.端 部 は丸 味 を もつ 。 た ちあ が
りはや や 外 反 気 味 に上 り、端

部 は 、 ほぼ 平坦 で あ る。体 部
上位 に最 大 径 が位 置 し、肩 部
に刺 突 文 、 口頸部 、最 大 頸部

に 波状 文 が施 され る。

外面体部下位、平行タタキ
他はヨコナデ調整

胎土:密
焼成:良 好
色調:灰 色

須

恵

器

器

台

17-16 口 径:34.2 台部 はや や 内彎 気 味 に 上 外方

に の び 、端 部 近 くで外 反す る。

中位 に2条 、9に2条 、端 部

直下 に1条 の 凸帯 をめ ぐ らし、

凸帯 に よ り界 され た 部分 に波
状 文 が 施 され て い る。 口縁 端

部 は凹 面 を呈 す る。

台部外面底部、平行タタキ
他はヨコナデ調整

胎 土:密

焼 成:良 好

色 調:外 … 暗灰 色

内 …灰 色

須
恵
器
器
ムロ

脚
部

17-16' 脚 底径:29.8 外面 に は2条 の断 面三 角 形 の

凸帯 を2段 にめ ぐら し、 その

間に3条 の波 状 文 と三 角 形 の

透 し を持 つ 。 脚 端部 は 、内傾
す る平 面 を呈 し、 内端 部 で 接

地 す る 。

ヨコナ デ 調 整 胎土:密
焼成:良 好
色調:灰 白色
反転復元

黒

色

土

器

塊

18-17 口 径:15,7 口縁 部 の様 方 向 の 強 いナ デ に

よ り、体 部 との 境 界 にゆ るや

か な段 差 が 生 ず る。

外面 ヘ ラ ミガ キの密 度 は低 い
が 、 分割 ・規 則 性 が 見 られ る 。

内面 のヘ ラ ミガ キは不 定 方 向

に密 に施 され る。 外面 体 部 は
ユ ビオサ エ の 痕 跡 が顕 著 。

胎土:密
焼成:良 好
色調:外 …暗灰色
内…黒灰色

口縁部残存:%
反転復元

瓦

器

塊

18-18

隔

口 径:34.4

器 高:4.0

高 台 径:4.4

低平化した断面台形を呈する
高台を持つ、底部からゆるや
かに丸味を持ち外上方へ立ち

上 り、口縁部に至る。器高の
縮小化が進んでいる。口縁端
部内面はやや面取 り気味であ
る。

外 面ヘ ラ ミガ キは施 され な い。
内 面ヘ ラ ミガ キ は体 部 に 圏線

ミガ キ と底 部 の連 結 輪 状 文 で

構 成 され る。 外 面体 部 は ユ ビ

オ サェ の痕 跡 が顕 著 。 内 外面

共 に摩 滅 して お り、調 整 は不
明 で あ る。

胎土:密
焼成:良 好
色調:灰 色
高台部残存:%
反転復元

瓦

器

塊

18-19 口径:15.0 低平化した断面台形を呈する
高台を持つ底部から、やや内
彎気味に立ち上り、口縁部に
至る。

内 外面 共 に摩 滅 して お り、調
整 は不 明 で あ る。

・

胎土:密
焼成:良 好
色調:黄 灰色
口縁部残存:%
反転復元

瓦

器

塊

18-20 口 径:14.0

器 高:4.4

低平化 した断面台形を呈する
高台を持つ底部から、ゆるや
かに丸味を持ち、外上方の立
ち上り口縁部に至る。

外面 ヘ ラ ミガ キは 施 され ない 。

内面 ヘ ラ ミガ キは 体部 に圏 線
ミガキ が施 され る底部 のヘ ラ

ミガキ は不 明 であ る。

胎土:密
焼成:良 好
色調:灰 白色
口縁部残存:%
反転復元

瓦'

器

椀

18-21 口 径:14.6

器 高:4.2

高 台 径:3.9

低平化した断面台形を呈する
高台を持つ、底部からやや内
轡気味に立ち上 り、口縁部に
至る。

内外 面 共 に摩 滅 して お り、調

整 は不 明 で あ る。

胎土:密
焼成:良 好
色調:暗 灰色
高台部残存:%
反転復元



種類 図版番号 法 量(cm) 形 態 の 特 徴 手 法 の 特 徴 備 考

18-22 口 径:15.4 低平化した断面台形を呈する 内外 面 共 に摩 滅 して お り、 調 胎土:密
瓦 器 高:4.5 高台を持つ底部から、やや内 整 は 不 明 で あ る。 焼成:良 好

高 台径:4.2 彎 気 味 に 立 ち 上 り、 口縁部 に 色調:暗 灰色

器
至 る 。 高台部残存:%

反転復元

婉

18-23 口 径:10.6 高 台 を持 た な い もの で、底 部 ヘ ラ ミガ キ は施 され な い。 胎土:密
瓦 は 突底 気 味 で あ る。 焼成:炭 素付着は

不十 分 であ る。
器 色 調:外 … 灰 色

小
内…灰白色

口縁部残存:%

椀 反転復元

18-24 口 径:9,3 丸 味 を おび た 底 部 を持 ち、 口 内面 は ヘ ラ ミガ キが施 され る。 胎土:密
瓦 器 高:2.0 縁部は横方向の強いナデによ 焼成:良 好

器
り短 く外反 す る。 色調:黒 灰色

口縁部残存:%

ノ亅・
反転復元

皿

18-25 口径:9.5 平坦な底部を持ち、口縁部は 内外 面 共 に摩 滅 して お り、調 胎土:密
土 外反気味に屈曲する。器壁は 整は 不 明 で あ る。 焼成:良 好

師 5-7mmを 測 り厚 手 で あ る。 色調:浅 橙色
反転復元

器

小

皿

18-26 口 径;10.4 平 坦 な底 部 を持 ち、 口縁 部 は 糸切 り底 か? 胎土:密
土 器 高:1,6 外反気味に屈曲する。器壁は 焼 成:良 好

師 5-7mmを 測 り厚 手 で あ る 。 色調:浅 橙色

器
1

口縁部残存:%
反転復元

小

皿

18-27 口 径:7.8 平 坦 な 底部 か ら丸 味 を もって 、 内 外面 共 に摩 滅 して お り、調 胎土:密
土 外上方へ短 く立ち上る口縁部 整 は不 明 で あ る。 焼成:良 好

師 を持 つ 。 色調:橙 色

器
口縁部残存:%
反転復元

小

皿

18-28 口 径:7.7 平坦 な底部 か ら丸 味 を もっ て 、 内 外面 共 に摩 滅 して お り、調 胎土:密
土 外上方へ短 く立ち上る口縁部 整 は不 明 で あ るも 焼成:良 好

師 を持 つ 。 色調:浅 橙色
口縁部残存:%

器 反転復元
小

皿

18-29 口 径:7.8 平坦 な底 部 か ら丸味 を もっ て 、 内外面 共 に 摩 滅 してお り、調 胎土:密
土 器 高:1,2 外上方へ短く立ち上る口縁部 整 は不 明 であ る。 焼成:良 好

師 を持 つ 。 色調:浅 黄色
口縁部残存:%

畢 反転復元
小

皿



図 版



図
版

1

沢
城
跡

第

1
調
査

地
区

(1)東 西 トレンチ全景 西 よ り

(2)同 上 東 よ り



図
版

2

沢
城
跡

第

1
調
査
地
区

(1)南 北 トレンチ全景 南 よ り

(2)同 上 北 よ り



図
版
3

沢
城
跡

第
1
調
査
地
区
出
土
遺
物

瓦器小碗(1・4)、 土 師器皿(5)、 土 師器 小皿(7～13)



図
版
4

沢
城
跡

第
1
調
査
地
区
出
土
遺
物

土師器小皿(14～23)



図
版

5

沢
城
跡

第

1
調
査
地
区
出
土
遺
物

土師器小皿(24～27)、 擂 鉢(30・31)



図
版

6

沢
城
跡

第

1
調
査

地
区
出
土
遺
物

瓦 質羽釜(32～36)、 瓦 質甕(37)、 土 錘(38～45)



図
版

7

沢
城
跡

第

2
調
査
地
区

(1)A区SD-1～3全 景 南西 よ})

(2)同 上 南東 よ り



図
版

8

沢
城
跡

第

2
調
査
地
区

(1)A区SD-4南 よ り

(2)同 上 土層断面 南東 より



図
版

9

沢
城
跡

第

2
調
査
地
区

(1)B区 全 景 南西 よ り

(2)同 上SD-2全 景 北 西 よ り



図
版

10

沢
城
跡

第

2
調
査

地
区

(1>C区 全 景 北西 よ り

(2)同 上 北東 よ り



図
版

11

沢
城
跡

第

2
調
査
地
区

出
土
遺
物

瓦器碗(1～6)、 瓦 器小皿(7)、 土 師器皿(8)、 土 師器小皿(9～12)、 須 恵器 坏身(13)、 白磁(14)



図
版

12

沢
城
跡

第

3
調
査

地
区

(1)調 査区全景 南東 より

(2)同 上 部分 北東 より



図
版

13

地
蔵
堂
廃

寺
跡

(i)第2調 査区上層遺構全景 南より

(2)同 上 部分 東より



図
版

14

地
蔵
堂
廃
寺
跡

(1)第2調 査区下層遺構全景 南 より

(2)同 上 北 よ り



図
版

15

地
蔵
堂
廃
寺
跡

(1)第2調 査 区SD-85301全 景 西 よ り

(2)同 上 東 よ り



図
版

16

地
蔵
堂
廃
寺
跡

(1)第2調 査 区SD-85302全 景 西 よ})

(2)同 上 土層断面 西より



図
版

17

地
蔵
堂
廃
寺
跡

(1)第2・3調 査区2号 墳周 濠全景 南 よ り

(2)同 上 土層断面 西 より



図
版

18

地
蔵
堂
廃
寺
跡

(1)第1調 査区上層SB-85301全 景 西 よ り

(2)同 上下層1号 墳周濠全景 西より



図
版

19

地
蔵
堂
廃
寺
跡

(1)第1調 査区1号 墳周濠全景 北 より

(2)同 上 西 よ り



図
版

20

地
蔵
堂
廃
寺
跡

(1)第1調 査区1号 墳周濠 遺物検出状況 北西より

(2)同 上 土層断面 北より



図
版

21

地
蔵
堂
廃

寺
跡

(1)第1調 査区1号 墳周濠 完掘状況 西 より

(2)同 上 北西 よ り



図
版
22

地
蔵
堂
廃
寺
跡

出
土
遺
物

須恵器坏蓋(1～5)、 須恵器高坏脚部(8)、 須恵器有蓋高坏(9・10)



図
版

23

地
蔵
堂
廃
寺
跡

出
土
遺
物

須 恵器 有蓋高 坏(it・12)、 須 恵器 無蓋高坏(13)、 須 恵器甕(14)、 須 恵器 台付 有蓋短頸 壼(15)・

須 恵器 器 台(16)



図
版
24

地
歳
堂
廃
寺
跡

出
土
遺
物

黒色 土器蜿(17)、 瓦 器碗(18～20)、 瓦 器小蜿(23)、 瓦 器 小皿(24)、 土 師器小皿(25・26)、 土 錘(30)
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